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幼児の吸入行動のシールによる

強化の効果
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The present research investigated efficacy of using 

stickers as reinforc巴rsto improve the inhaling behav-

ior of young children with acut巴 respiratory diseases 

who were r巴luctantto undertake traditional tr巴at

ments for inhalation. Four children (mean age 3 years， 

3 male， 1 female) participated in the study. In the first 

session， simple round stickers were given to the partici 

pants when they breathed deeply during inhaling 

When， in the sessions after that， the simple stickers 

appeared to lose their efficacy as r巴inforcers，the chil-

dren's preferred stickers were used. Observers re-

corded behavior scores that were lat巴rused to evaluate 

the extent of change in the target behavior. Par巴ntsof 

the participants also responded to questions about 

their satisfaction with the intervention. The results 

indicated that intervention with children's favorite 

stickers could be used to maintain their inhaling be-

havior 
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目的

近年， 日本において気管支l瑞息の初発年齢は低年齢化す

る傾向にあり，約 8割が 3歳まで発症している。この気管

支端息の有用な治療に|汲入療法がある。しかし実際は泣い

て嫌がる小児が多いため，治療効果が十分に得られないと

いった現状がある。石舘 (2006)は， 1及入療法を行う幼児に

外的強化子の lつであるシールを用いて介入し，その効果

を検討した。シーノレは手軽で即時的に使用でき子どもが喜

ぶものであったが，その効果は一時的であった。そこでは，

一つのシールに飽きて吸入行動が持続しなかった幼児が，

選択的にシーノレを用いることにより吸入行動が維持される

可能性が示唆された。

本研究では，対象の好きなキャラクターシールを続けて

用いる順次導入を行い，幼児の吸入行動の維持に及ぼす影

響について検討することを目的とした。
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短報

方 法

対象 筆者の指導下の看護学生 4名が担当した小児病

棟に入院している幼児 4名(男児 A5歳，男児 B2歳，女

児 C3歳，男児 D2歳)であった。

実験被験者間多重ベースライン法を適用した。

測度 吸入行動得点・幼児の吸入行動を課題分析し， 5 

項目の行動を抽出し得点化した。行動は，①吸入器を持つ，

②吸入器を口にくわえる，③吸入器のスイッチを入れる，

④薬液が出なくなるまで吸入する，⑤吸入器のスイッチを

切る，に分類した。評定は 3段階(1人でできた，介助でで

きた，できなかった〉とし，尺度は 5項目 3段階評定にて

測定した。

保護者の満足度調査: シールが幼児の吸入行動に及ぼした

影響について，保護者にアンケート調査を行った。調査用

紙は， Treatment Satisfaction Questionnaire (Spauld 

ing， 2001)を基本に 6項目で構成された。各項目に対する

反応形式';J:，“全くそうである"から “全くそうではない"

までの 7件法と感想の自由記述法をとった。評定は 7点か

らl点、であり，この点数が高いほと満足度が高いことを示

す。

手続き 看護学生 4名がそれぞれ担当した幼児，計 4名

に対して，ベースライン期として通常の吸入行動を 3回測

定 した。介入期には毎回の吸入終了後，吸入できたこ とを

賞賛しチェ yクシートにシーノレを貼った。ベースラインの

後，介入期に単純な丸シールを 3回使用し，続いて対象児

の好きなキャラクターシーノレを順次導入する条件で行っ

た。事前に母親に対象児の好きな対象を聞き取り調査し

あらかじめ筆者がシールを作成した。看護学生は対象児の

吸入行動を観察し記録した。観察記録は看護学生の実習期

間中に限られた。実験終了時に対象児の保護者にアンケー

ト調査を行った。

倫理的配慮 被験者，その保護者，および看護学生に研

究の承諾を得て実施した。

車吉 果

好きなシールの順次導入 Figur巴lは，吸入行動を対象児

別に示す。男児 Aのベースライン期は， 3点、→2点→3点

CM=2.7点)で推移し，単純な丸シール導入後 5点を示し

た。 4点に下降した後，好きなシ ノレを導入した直後に上

昇し 5点が維持された。男児 Aは，ベースライン期に， 1.吸

入器のス イ y チを入れる，切る，という 2積の行動を嫌

がった。 l投入回数 14回目に，吸入器のスイ yチを切る，行

動ができるようになった。また，好きなシール導入後から

全課題が 1人でできるようになった。男児 Bのベースラ

イン期は， 1点→3点→l点と推移し，好きなシールを導入

した直後 5点に急上昇した。女児 Cは，ベースライン期に

は l点から 3点で経過し，単純な丸シーノレ導入直後から 4
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Figure 1 シールの順次介入と吸入行動の変化

点に上昇し，好きなシーノレ導入直後から 5点が 3回維持さ

れた。女児Cも男児 Bと同様に，ベ スライン期にできな

かった，吸入器のスイ yチを入れる，切る，という 2種の

行動が段階的にできるようになった。具体的には，単純な

丸シーノレ導入直後から，吸入器のスイッチを切る行動がで

き，好きなシール導入後は全課題ができるようにな った。

男児Dのベースライン期は 3点で経過し，単純な丸シ ー

ル導入直後に 5点に急上昇し，その後 4点で経過したが，

好きなシ ール導入直後に 4.5点に上昇した。男児 Dは，

ベースラ イン期で，自分の手でl吸入器を持つ，吸入器のス

イッチを入れる，という 2穏の行動を嫌がったが，単純な

丸シーノレを導入した直後にできるようにな った。また，好

きな νール導入直後には，それまで嫌がっていた自分の手

で吸入器を持つ行動ができるよ うになった。4事例とも段

階的にできるようになった行動は，吸入器のスイ yチを入

れる，切る，という 2種の行動であった。

保護者の満足度 実験終了時に会え なか った男児 Bの

保護者を除き， 3名から回答が得られた。 それぞれの保護

者の平均満足度得点は， 7点満点中，男児 A6.8点，女児C

6.3点，男児 D6.8点であった。

考 察

単純な丸シーノレに続き，対象児の好きなシーノレを順次導

入した結果，吸入行動が高まる傾向が示された。

4事例とも介入直後より吸入行動得点が上昇し， 吸入器

のスイッチを入れる，切る，という 2種の行動が段階的に

できるようになった。このような変化は，吸入に対する積

極性を示す行動変容と考え られる。

幼児の吸入行動に及ほすシ ノレの効果に個人差がある

(石舘， 2006)ように，今回の結果においても単純な丸

シーノレが及ぼす効果に大小があった。女児 Cと男児 Dの

場合は，導入直後 (単純な丸シールと好きなキャラクタ ー

シーノレ)に吸入行動得点の上昇が認められたが，男児 Aに

変化は見られず，男児 Bの場合も効果はなかった。男児

A，男児 B共に，単純な丸シールではなく，好きなキャラ

クタ ーシール導入後，吸入行動の全課題ができるように

なった。 三上 ・船水 ・笹 ・後藤 ・須藤 (1998)は，キャラク

ターを描いた吸入用具を使用することで吸入時間の延長が

見られたと述べている。男児 A，男児 Bの場合も，好きな

キャラクターシーノレが吸入行動に効果的であったと解釈で

きる。また，アンケート 調査からは幼児の好きなシールを

用いることによる保護者の高い満足度がわかった。

本研究では，幼児の好きな νーノレを順次導入することに

よって吸入行動が維持される可能性が明らかになった。対

象児の好みに応じた強化子リストを作成したことにより，

幼児の積極的な行動変容が期待される可能性が示唆され

た。本研究は看護学生の笑習時間中に限られ，観察してい

ない時聞があ った。今後は被験者数を増やしデータポイン

卜数を確保した研究が必要であると考えられる。
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